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先進企業視察会のご案内 

 

標記の件、下記の通り開催いたしますのでご参加をお願い申しあげます。 

 

記 

1. 目的 

他地区の先進企業を訪問し品質経営の実践を確認させていただくとともに推進者間

で情報交換を行うことにより、参加企業の品質経営レベルの向上を図る。 

2. 実施期日 

平成 26 年 1 月 31 日（金） 

3. 訪問先 

   オムロン（株） 綾部事業所  〒623-0105 京都府綾部市中山町鳴谷３−２ 

         ※http://www.omron-ayabe.jp/ 

4. 参加者 

   ･中国地区品質経営協会運営委員 

･会員会社 

   定員 名 20 名先着順 

 

5. 参加費 

   なし（交通費各自負担） ＪＲ綾部駅（http://yahoo.jp/MuVhd1）に集合、解散 

 

6. スケジュール案 

12:30    ＪＲ綾部駅に集合 ※集合後、タクシー移動 

13:00～13:30 ご挨拶、事業所概要説明 

13:30～14:00 事例紹介 生産革新活動  

14:00～15:20 工場見学「光電センサ生産ライン」、「アプリセンサ生産ライン」 

15:20～15:30 休憩 

15:30～16:00 全体質疑応答（記念撮影含む）   

16:15      ＪＲ綾部駅にて解散 

 

7. 参加申し込み 

参加ご希望の方は、１月８日(水)までに申込用紙に必要事項をご記入の上、  メ

ールで協会事務局へご連絡ください。 

 

 

8. その他 

・ 当日のスケジュールは変更する場合があります。 

・ 参加者が決まった段階で、詳細スケジュールをお送りします。 

以上 

なお、ご不明な点がございましたら、本行事担当者までお問い合わせください。 

 

 

（行事担当者） 

マツダ株式会社     品質保証部  近藤 光男（TEL 082-565-1413） 

西川ゴム工業株式会社 品質保証部 立臺 昭彦 (TEL 082-237-9330) 
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     先進企業視察会参加申込書 
お申込先：中国地区品質経営協会 行 

TEL 082-532-6844    FAX 082-532-6845 

〒733-0011  広島市西区横川町 3丁目 5番 9号（世良ビル 404 号） 

E-Mail   qmac@a1.mbn.or.jp     URL  http://qmac.jp 

 

会社名  お申込責任者氏名：  

TEL： 

E ﾒｰﾙ： 

住所（〒   -     ） 

 

 

 

参加者氏名 所属・役職・連絡先 

 所属 ：  

役職 ：  

TEL  ： 

携帯 ： 

E ﾒｰﾙ： 

工場見学時の質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報交換時の質問 

ご記入いただきました企業・組織および個人情報は、参加申込受付処理ならびに当協会か

らのセミナーや行事のご案内のために使用します。（受付および参加者用に配布する場合も

あります。） 
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会社概要 

社  名  オムロン（株） （綾部事業所 http://www.omron-ayabe.jp/） 

  

創  業  1933 年 5 月 

資 本 金   641 億円 

従 業 員   連結 35,411 名 （2013 年 3 月現在） 

制御機器･FA システム事業、電子部品事業、車載電装部品事業、社会システム事業、  

健康医療機器･サービス事業、環境関連機器事業の事業展開     

 

視察会の  センサーの開発･生産で世界の最先端を走る。非接触センサーでは国内シェア 60％、 

ポイント  世界市場でも大手。モノづくり、生産技術のノウハウを積極的に公開し、日本の 

      製造業の強力な武器を養成する一助となっている。 

       

～以下の項目の内、3,4,6,8 を見学予定～ 

 


